
「現前サンガ」と「四方サンガ」

はじ め に

森
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章 司

先日，「釈尊のサンガは存在 したかー 『現前サンガと四方サンガ』

序説」という論 文を.A; 正大学の福田亮成博士の古稀記念特集号として

発行される 『智山学報』の第56 輯に 書かせていただいた。この論 文は

釈尊を中心にインド各地に散らばっていた仏弟子たちがひと まとまりに

なった出家修行者（比丘・比丘尼 ）たちの組織的集団（ 教団 ）が存在し

たかという問題提起を行ったもので，実はこれを本稿の序説とさせてい

ただいたの である。

「釈尊のサンガは存在したか」というテーマと，「現前サンガと四方サ

ンガ」とい うテーマが繋がるのは ，以 下に 述べるように「四方サンガ」

が「釈尊のサンガ」に相当 する可能性がなくはないからである。

しかしなが ら実は後に述べるように 「 四方サンガ」という概念が存

在したかということさえも問題なのである。そしてもし存在したとした

ら，それが 「釈尊のサンガ」に結びつくようなものであっ たか，という

次の問題に 進むことになる 。

しかしもし「四方サンガ」という概念が存在しなかったとすると,「四

方サンガ」を検討することが,-iL-ずしも「 釈尊の サンガが存在したか」

という問題の結論に結びつかないこ とになるが，しかし取りあえず「四

方サンガ」と呼 ばれるものがどのようなものであったかという結論を出

しておかないと前には進まないので，本稿ではこの対概念である「現前

サンガ」をも含めて，こ れらを検討することにしたい。
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【1】「現前サンガ」と「四方サンガ」についての

一般的理解

一般にサンガには 「現前サンガ」と「四方サンガ」という二つの概念

があると考えられている。

『岩波仏教辞典』（1989 年12 月5 口発行 岩波書店）に はこれら二つ

の項目は立てら れていないけれども，巻末に付された索引にはあって，

これによって検索すると。現前げんぜん トabhimukha,pratyaksa ］の項目

中に(p.239 右），「現在目の前にあること，目の前に現れること。また，

ありのまま に現 れること。たとえば，理念としての僧伽を四方僧伽 （招

提僧 ）というのに対し， 実際に生活を共にする僧の集団（5 ～20 人か

らなる）を現前僧伽といい, また華厳経では……」という解説がなされ，

招提寺 しょうだいじ ト。・caturdi§a-sa印gha］の項目 には（p.432 右）.「 インド

では僧伽は独立した共同体を形成した 〈現前僧伽〉が，やがて 横の紐帯

として同一の教主と法に帰依せるものの集 団〈四方僧伽 〉の理念が発達

した。僧院の所 有権は四方僧伽に帰属し,現前 僧伽に ょ って管 理された。

したが って遊行の出家者は誰でも逗留しえた。この ような片 念に基づく

住処を 〈招提寺〉〈僧房 〉と呼ぶ。北魏の太武帝……」 という解説が，

さらに僧そう[s:samgha ］の項目に（p.5O8 右）.「……… そして現実に目

前に成 立している僧を 〈現前僧〉という。ある土地に4 人以 上の比丘が

あれば，僧を組織することができる。さらに将来仏教教団に入ってくる

比丘までも含めて， 三世一貫の僧を 〈四方僧〉と呼び，これを常 住僧と

なし，僧伽 の土地や精舎，什物などは四方僧の所有となす。大乗 仏教が

……］という解説がなされている。

また 『新版仏 教学辞 典』（1995 年4 月1 日発行 法蔵館）にもこれら

の項目はないが, 索引のな かには「現前僧物 」「四方椚物 」の語句があ

って，僧伽そうぎゃの項口の中には（p.3O4 下）.「……… また比丘僧伽と

比丘尼僧伽 とを合わせて両僧伽といい， 二部衆，二衆ともいう。この場

合， 観念的に四方の 一切の比丘・比丘尼を含めて考えればこれを四方僧

伽といい，現実に目の前に見る比丘・比丘尼 の集団を指して現前僧伽と

いう。現前僧伽 は必ず四人以上とされる。これは鶏m （戒律の 作法）を

- 133 －



（73 ）

行い得る最小数であって， それ以下は単に群と呼ぶ。中国や日本では

……」と解説され， 招提しょうだいという項目では（p.267上）,「原語は

（梵）チャトゥル・ディシヤcatLir-disaで拓闘提舎たくとうだいしゃと音写

する。それを略したのであるから「拓提」とあるべきであるが誤って「招

提」と書き伝えられたもの。四方と訳す。また四方僧房ともいい，四方

より来集する各地方衆の僧（招提僧，四方僧）が止宿するための客舎の

こと。これは僧団の共有物で一切の憎が共同で用いるべき招提僧物（四

方僧物）である］とされ，僧祇物そうぎもっの項では（p.3O4 中）,日曽祇

は（梵）サーンギカS£㈲ghika の音写。 また僧伽物,僧物ともいう。僧イ加，

すなわち比丘・比丘尼の集団（出家教団，僧団）に属するすべての物資

のこと。これに 四方僧物（招提僧物，十方僧物，常生憎物 ともいい，

すべての比丘・比丘尼が共に用いるべき教団の共有物。寺舎 一田園など）

と現前僧物（現実に目の前に見える比丘・比丘尼の集団，すなわち生活

共同体をなしている特定の僧団［現前僧］が用いるべきもの。すなわち

施主から現前僧に施与された衣食や，亡比丘の遺物など）の二種僧物が

あり，四方僧物を現前僧が勝手に処分することは許されない。また常住

常住物（寺舎・田園など）・十方常住物 （大衆に供するための餅飯など）・

現前現前物（現前僧に施与されたもの，各自の私物）・十方現前物（十

方の僧に分けるべき亡比丘の遺物）の四種僧物に分けることもある（四

分律行事紗巻中）」と解説されている。なおこの辞典には旧版の『仏教学

辞典（1955 年6 月8 日発行 法蔵館）』があり，『新版』では「僧祇物」

の項に若干の文章の変更が施されているが，趣旨はまったく変わってい

ない。

以上の解説を要点をとってまとめてみると，「四方サンガ」は現在・

未来の四方・十方に存在する比丘 弓ヒ丘尼を含む理念（観念）としての

集団であって，［現前サンガ］は現実に生活を共にする4 人以上の出家

者の集団であり，土地や僧院は「四方サンガ」の所有物であるが，その

運営は「現前サンガ」に委ねられているということになるであろうか。

しかし 『仏教学辞典』の［四方僧房］の解説は「四方より来集する各地

方衆の僧」とするから，この場合の「凹方」は「凹方に存在する」とい

うことではなく「四方からやって来た」という意味をあらわすことにな

る。
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おそらくこれらの解説は，平川彰博士の代表的な著作である 『原始仏

教の研究』ふの第3 章「僧伽の二重構造一 現前僧伽と四方僧伽」によ

ったものではないかと推測される。［はしがき］によると，こ の部分は

昭和27 年（1952 年）の『宗教研究』 第129 号に発表した論考に手を加

えたものとされており，この2 つの辞典はそれ以降に刊行されたもので

あるからである。

これによれば，現前僧伽と四方僧伽は次のようなものとされている。

まず第ト節「サンガ研究の問題点」で，「サンガは有機的な組放を持っ

ているために 部分と全体が密接に対応している。部分の理解は，全体

の理解なしには成り立だない。しかし全体の理解のためには，部分の理

解が要求される」と，サンガは二重構造を持つとしたうえで次のような

趣旨が述べられている。

現前僧伽は「今ここに成立しているサンガ」をいう。すなわち現在と

いう時間と，ここにという空間に限定がある。それゆえ，過去にここに

いた比丘や未来にここに来るであろう比丘などは含まれない。

四方僧伽は四方に拡大するサンガをいう。また時間的にも未来に拡大

しており，未来の比丘たちをも含めて，全体を包摂したサンガをいう。

理念的な性格が強いが，しかしサンガの財産を所有する主体ともなる。

現前サンガが活動するための基盤となるサンガで，これがなくては現前

僧伽の機能を十分に発揮することができない。

そして「現前僧伽と四方僧伽とは,部分と全体のごとき関係にあるが，

しかし現前僧伽の総和が四方僧fillであるというごとき関係にあるのでは

ない。質的に全く違った性格がある］と書かれている（乙

また第4 節「現前僧伽の意味」の2 「現前僧と四方僧」の項では，亡

比丘の遺産の配分につい て述べた後で，「ここに現前僧と四方僧が対立

して用いられているから，両者がサンガ構成の対立概念であることがわ

かる。すなわち現前僧伽だけでは，サンガの性格のすべてを示すことは

できない。しかし四方僧伽だけでもサンガの機能を正しく表明すること

ができないのである。活動するサンガは，時間的にも空間的にも限定さ

れたサンガであり，すなわち現前僧伽である。しかし現前僧伽が活動す

るためには，活動の場となり母胎となるより広くより深いサンガが必要

である。それが四方僧伽であるj>:.と述べられている。
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なおここで「現前僧伽」と「四方僧伽」の原語としてあげられている

のは'sammukhibhuta-samaha' どcatuddisa-samgha' である。

なおそれほど詳しい論究がなされているわけではないが，律蔵の研究

書である佐藤密雄『原始仏教教団の研究』（1963 年3 月31 日発行 山

喜房仏書林）の第4 章「僧伽の組織」の2 「現前僧伽」の項では，比丘

たちが各々の地方で三帰によって出家受具せしめることを許されたとき

に，「理念としての僧伽け なわち四方招提僧{catuddisa-samgha ）と，現

実の僧伽すなわち現前僧伽（sanimukhTbhiita-samgha）の二種の概念を成立

せしめることになったのである」(■4)としている。

この外に，学術論文としては諸戸素純師の「現前僧と四方僧」（『印度

学仏教学研究』61955 年3 月30 日）という論 文がある。 ここには上

記とは少しく異なる意見が述べられているので几 その趣旨をいくらか

詳細に紹介する。

律蔵は僧伽の種類として，四衆・五衆・十衆・二十衆というようなも

のしか上げ ないから，律蔵における僧伽の規定は, 掲磨を行う主体とし

て捉えているということであって，これは褐磨を行うその時々に成立す

るものであって，翔磨が終了すると僧伽も解消するようなものであると

いうことを意味する。現前僧伽とはこのような意味における具体的な集

団をさレ その場限りの一時的なものにすぎない。「従って，前後を一

貫して流れる，独自性或は主体性というものが，そこには必ずしも要求

されていないものとせ ねばならない」とする。要するに各地に存在する

生活共同体的なサンガを現前サンガとは理解せず，掲磨が行われている

その時々のサンガが現前サンガであるとするのである。

一方の四方僧伽については，三宝の一つとしての僧伽は，常住の存在

であることが要求せられており，この手がかりが四 方僧伽にあるのであ

ろうが，律蔵には具体的に説くところはなく，「僅かに一切の僧物を所

有する主体として関説されているにすぎない」とし 「結界をするとい

う事実は隣の僧伽が存在することを予想し さらに全体の僧伽を予想し，

その全体の一部分として自らを限定するということを意味するものでな

ければならない。この全体，即ち全域に含まれる全比丘が一個の社会を

なすものを見て，これを四方僧伽と名づけるのである。ただ，このよう

な全体或は全域とは，各部分を構成単位として，その単位の総和として

- 130 －



（76 ）

みるべきものではなく，むしろ，各部分を成立せしめるための根拠，も

しくは地盤とも解すべきであるが，同じように 四方僧伽もまた，各境

界の賛助を構成単位とした連合体として存在する ものではない。独自性

とか主体性を欠くものが連合するということはありえないこ とである。

四方僧伽はそれ自身，一個の具体的な社会集団を形成しているのでもな

く，そこには何等の組織性も認められない。むしろ，結界内の僧伽の成

立を保証する地盤として，四方僧伽が考えられているものとすべきであ

る。客比丘が，旧比丘と同じ完全な資格をもって，白山に参加できると

いうような僧伽の成立が可能になるためには，全域にあるすべての比丘

を一括して包摂する，全体社会としての，比丘の集団が前提されていな

ければならないはずであるが，このような比丘の全体社会を四方僧伽と

認むべきであろう」とされているから，四方サンガの理解は平川|専士に

等しいという言 わなければならない。

佐藤博士の記述はむしろ辞書の解説よりも簡潔であるから，著者がど

のように考えられていたのかよくわからない 。平川博士は詳細に論述さ

れているが，現前僧伽と四方僧伽についての結論は辞書がまとめている

ようなものといってよいであろう。要するにサンガには「現前サンガ」

と「四方サンガ」という概念があって，この2 つは異なる対立した概念

であり，「四方サンガ 」はこの地上に存在する仏教の出家修行者が精神

的な紐帯によって結びつきあ った観念的な仏教教団というべきものであ

って，「現前サンガ」の基礎となるべきものであり，「現 前サンガ」はそ

れぞれの地方に存在し，界を単位として生活が営まれ，各種の翔磨が行

われる一つ 一つ の出家修行者の集団ということになるであろう。

今流に言葉を変えて言えば，目本の宗教法人としての各末寺が出家集

団であるとすれば，「現前サンガ」はこれに相当することになる。そし

てこれら末寺を統合した宗派も統括宗教法人としての法人であるが，し

かし「四ブアサンガ」は観念的なものであ って組織体ではないから，した

がって法人格をもつようなものではなかったということになるであろ

う。原始仏教時代の仏教には宗派のような統括的組織（いわゆる筆者の

いう「釈尊のサンガ」）はなく，精神的に繋がっ ていたに過ぎないとい

うことになる。

諸戸師は「現前サンガ」を，生活を共にする集団をさすのではなく
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より限 定的に 現在何らかの掲磨が行われつ つあ る状態の集団と理解

するところが異なるが，この論文は平 川論文よりも後に書かれているか

ら，四方サンガの理解は平川博士の理解に従っているといってよい であ

ろう。

しかし「四方サ ンガ」を このように観念的なものと理 解するとす る

と，平 川l専士がい われるように 「四方サンガ」が僧院などの固定資産

を所有する主体となる とい うことは可能であろうか。 また前述の「釈尊

のサンガは存 在したかー 『現前サンガと四方サ ンガ』序説」において

問題提起をしたように，提婆達多がその委譲を要求したサンガとは何で

あり， その結采それを破ったサ ンガとはどのようなサン ガであったこと

になるのであろうか。観念的なサンガでは委譲の要求もで きない であろ

うし, 破れもしないであろうからである。あるい は提婆達多は観念的に

ブッダに代わる者となり，観念的にブ ッダに反 逆したということになる

のであろうか。 もしそうだとすると， むしろそ れは譲っ たり，分裂した

りするものではな く， 一般の比丘や仏教の教えを信じる 者たちの，観 念

を変えることがで きなければ如何ともなしがたいものになるのではなか

ろうか。

さらに摩詞迦葉が釈 尊の教えを集大成しようとした「結集」はどのよ

うな組織のもとで行われ たのであろうか。10 人以十。のサ ンガによって

具足戒 を与えら れた比丘は，「現前サンガ」によって比丘 の資 格を付与

され，波羅夷罪を犯した者は「現前サ ンガ」から追放される けれども，

「四方サンガ」が観念的なものであ ったとすると，「四プヱサンガ」レヴェ

ルでは, 観念的に比 圧性が保証され，あるいは問われるこ とに止まって

いたのであろうか。

このようにサンガについては分からないことが多いのであるが，取り

あえずこ こでは パーリ仏典を中心に 「現前サン ガ」と「四方サンガ」

を再検証することに専念する こととしたい。基本的 には漢訳仏典もパー

リ仏典の考え方と相違がないのであるが，漢 訳仏典 におい ては数種の律

蔵が存するというこ ともあって，パーリ仏典に比し て用例が多く， また

多様であって， これを同時に扱うことはいたずらに議論 を複雑にするの

みであ ると考 えるので，ここでは漢訳仏典の利用は必要最小限度に留め

たい。
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巾1964 年7 月 春秋社。後に2000 年9 月30 日に刊行された「平川

彰著作集」第12 巻に再録されている。この両者を一字一句細かく比

較対照したわけではないが。変更されている部分はほとんどないと

いってよいと思われる。

（2)p.293

（3)p.314

（4）p,277

（5）p.663以下

【2】パーリ聖典における'sammukhibhutasamgha'

どcatuddisasamgha' という熟語

上記のように「現前サンガ」と「四方サ ンガ」，特 に「四方サンガ」

にはさまざまな問題点があるのであるが，実はこれらよりもより根源的

な問題が存する。それはそもそ も「現前サンガ」［四方サンガ］なる概

念が存在したか，ということである。

平川博士も佐藤博士もそして辞書の中でも，現前僧伽と四方僧伽の原

語はそれぞれ'sammukhibhuta-samgha''catuddisa-saipgha' と表記されて

いる（几 しかしこのような用語は少なくともパーリ仏典においては，三

蔵のみならずアッタカターにおいてさえ見いだすことはできない。ティ

ーカーに少数の用例が見出されるのみである几 それでは「現前サンガ」

と［四方サンガ］に相当する部分は，パーリ仏典にはどのように表記さ

れているかといえば／sammukhibhuta' という言葉どcatuddisa' という

言葉どsamgha' いう言葉はそれぞれ独立していて，単に並び用いられ

ているのみなのである。要するに平川博士や佐藤博士が記されるように'sammukhibhutasamgha''catuddisasamgha'

という合成語としての熟語は

形成されていないということである。

もじsammukhlbhutasaniaha' という熟語や'catuddisasamgha' という

熟語が形成されていたとするなら，パーリ語辞書の見出し語 としても

取り上げられているはずであるけれども，PTS のPali-EglishDictionary

でも，水野弘元 『増補改訂 パーリ語辞典』においても，こ れらの見
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出 し 語 は 見 出 さ れ な い 。 そ れ ど こ ろ がsammukha' あ る い ぱcatu-'

‘catxir-'の 項 目 の 合 成 語 と し て も 見 い た さ れ な い 。た だ 前 者 で は,'catur-'

の 項 目 下 の'- （d ）disa' と い う 合 成 語 の 解 説 と し て'appliedtothebhikkhu-sangha

“theuniversalcongregationofbhikkhus" と い う 解 説 が 見 出

さ れ る の み で あ る 。

水 野 弘 元 著 『南 伝 大 蔵 経 総 索 引 』 に も 「現 前 僧 」「 現 前 僧 伽 」 の 項 目

は な い け れ ど も ，「 四 方 僧 」「四 方 僧 伽 」「 四 方 僧 団 」「四 方 に 行 く 僧 」 と

い う項 目 は 上 げ ら れ，こ れ に ぱcatuddisasa 印gha' と い う 原 語 が あ げ ら

れ て い る 。 合 成 語 と し て 示 さ れ て い る わ け で は な い の で 問 題 は な い の

で あ る が ， 試 み に こ の 指 示 す る 出 典 の 原 語 を 調 査 し て み る と ， そ れ ぞ れ'catuddisamsa

叩gham' （^A'.vol.4p.395, ）/V.lvol.1p.145 ）,'catuddisassasa

甲ghassa'（Dipavamsap.l ＼,Apadanap.298 ゾsamghecatuddise' （PetavatthiiJayawickrama

校 訂 本pp.18,50,51 ） と い う 語 形 で あ る 。 な お 南 伝19p.186

と 指 示 さ れ て い る 「 四 方 に 行 く 僧 」 ぱbhikkhucatiiddiso' で あ

っ て こ こ で 扱 う べ き 言 葉 で は な い 。，試 み にC.S.Upasak のDictionaryofEarlvBuddhi

・stMonasticTerms （NavaNalandaMahavihara,NalandaBihar,M2001

）を ひ い て み て も'sammukJiibhutasamgha''catuddisasamgha' とい

う 見 出lし語 は な い 。

確 か に 漢 訳 の 律 蔵 に は 汀 現 前 僧 伽 」「四 方 僧 伽 」あ る い は「現 前 僧 」「四

方 僧 」 とい う 用 語 が 数 多 く 見 出lさ れる 。 漢 語 の 性 格 と し て 二 つ の 言 葉 を

あ わせ て 一 つ の 言 葉 を 作 る こ と は 容 易 であ る か ら ， こ の よ う な 言 葉 が 存

在 し て い る と し て も， 必 ず し も そ れが 熟 語 と し て 成 熟 し て い た とい う 証

拠 に は な ら ない が ， し か し 漢 訳 聖 典 に お い て は こ れ ら を 熟 語 と し て 解 釈

す る の は 決 し て 不 自 然 で は ない で あ ろ う 。 し か し パ ー リ 語 の 用 法 を もと

に 判 断 す る 限 り に お い て は 。'sammukhlbhutasamgha''catuddisasanigha'

と い う 合 成 語 が 存 し な い か ぎ り ，「現 前 サ ン ガ」 と い う 熟 語 ，「 匹|方 サ ン

ガ 」 と い う 熟 語 が 存 在 し た と は い え な い し ， し たが っ て こ れ ら が 独 自 の

概 念 を 形 成 し て い た と は い え な い とい う こ と に な る 。

要 す る に 「 サ ン ガ 」 の 概 念 に は 「現 前 サ ン ガ 」 と 「四 方 サ ン ガ 」 とい

う2 種 の 概 念 が あ る わ け で は な く， た だ一 つ の 「 サ ン ガ」 と い う 概 念 が

あ る の み で あ っ て 。「現 前 サ ン ガ 」「 四 方 サ ン ガ 」 と 呼 ば れ る も の は ， こ

の 「 サ ン ガ」 の あ り よ う を 限 定 的 に 表 し た もの に 過 ぎ な い の で は な い か
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と い うこ と に な る。 も し 「 サ ン ガ 」 を ［一 つ の 界 に 住 す る4 人 以 上 の 出

家 修 行者 の 集 団 ］と 定 義 す る な ら ，「現 前 サ ン ガ」 も そ し て「 四 方 サ ン ガ」

乱 「 一 つ の 界 に 住 す る4 人 以 上 の 出 家 修 行 者 の 集 団 」 以 外 の サ ン ガ を

意 味 し え ない と い う こ とで あ る 。

そ こ で 以 下 に パ ー リ 仏 典 を 中 心 に'sammukhibhuta' と い う 言 葉 と'catuddisa'

と い う 言 葉 が,'samgha' い う 言葉 と 並 び 用 い ら れ て い る 用 例

の 意 味 す る と こ ろ を 調 査 し て み たい 。

① 平 川 『原始 仏教 の 研究Jp.313 では,'agatanagata-catuddisa-saniglia'

と い う 原 語 が 紹 介 さ れ て い る が， こ の 部 分 は'tam 池atanagatassacatuddisassasamghassaavis

呵jikamavebharigikam' であ る。 ちな みに

現 前 サ ンガ も'tarnsainmukliibhutenasamgheiiabhajetum' とさ れ てい

るoVinayavol.10.305.p.353 ，Vinayavol.2p.147,p.164 も 同し

（2）tika に な っ て 初 め て 現 れ る。 例 え ばDigan 漬・aya-tikd(myanmarvol.1p.366),Vin

のa/ahkara-tika （myanmarvo 丿Ip.035 ）,Vinay

肩/ahkara-tika{myanmarvol.11p.065 ）,Sasanavainsa （myanmarP.160

）

【3】パーリ仏典における'sammukhibhutasamgha'

パーリ仏典でぱsammukhibhuta' という言葉どsamgha' という言葉

が関連して使われる用例はそう多くはない。それらは次の2 つのケース

のみである。一つはサンガに所蔵されていた物あるいはサンガに寄進さ

れたものを分配するケースと，もう一つは亡くなった比丘の私有物を分

配するケースである。

第一のサンガの所有物を分配するケースには次のような用例がある。

なお以下に引用する用例は「 」で括らない部分はすべて趣意である。

なお'sammukliibhutasamgha 丿 よ日本語に翻訳しないでそのままにした。

また元の語形をそのまま残した。

① 一人で住している比丘に「サンガに布施す（samghassadema ）］

として衣を布施された。世尊は4 人以上の衆をサンガとすると

定められたけ れども自分は一 人であると考えて，衣を持って舎
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衛城 に行き，比丘 たちにこの義 を告げた。世尊は「比丘ら よ，sammukhibhutenasamghena

によって分配することを許す」と言わ

れた。Vinavavol.1p.299

白 衣を得るケースに8 種類があるとして, ①境界に 施与する，②

約ありて施与す る六固施食を告示して施与する， ①僧伽に施与

する（sannghassadeti)， ⑤両僧伽に施与する， ⑥雨安居を住する

僧伽 に施与する(assamutthasamghassadeti), ⑦指定して施与

する， ⑧ 人に施与す るを挙 げ，その 第4 を「sammukhibhutassasamghassa

に分配すべし」とする。Vi叫vavol.1p.3O9

（3）サ ンガの倉庫（saiighassabhandagara）に衣が一杯であった。「比

丘らよ,sammukhlbhutenasamghena に よって 分配する こと を許

すJoVina 旧vol.1p.285

こ のう ち（2）につ い て は， ア ッタカターに 「sammukhibhutassa に

とい うのは，近行の界に 立つサ ンガによって健稚 を打って 時を告げて

順次に 分配されるべ きであ るということである （upacai・asimayathitenasafighenaghantimpaliaritvakalamghosetvab

埴jetabbam ）」 と註釈され 町

③ につい ては「sammukhibhuta によってというのは， 近行の界のなか

に立つ（サンガ∩ こよって（anto-upacara-simaya川hitena）分配されるべ

きであるとい うことであって，分配さ れるべきである というのは，時を

告げて順次 に分配すべきである （kala印ghosetvapatipatiyabhajetum ）と

いうことである比 いう註がつけられている 几 これらの註の中の'thita'

という言葉は，僧残 第10 条・破和合罪の 「和合 」 の定義 として，「サ

ンガが同 一住にし て，同 一界に立つことである（samaggonamasamghosamanasamasakosamanaslmayathito

）」として使われている言葉であって，

「一つの界を拠り所として存在している 」という意味であろうと考えら

れる。これらの註の意味する'sammukhibhutasamg ぼ は，一つの界に

住する比丘 たちが分配という掲磨を行うために集まっ たサンガを指し示

すであろう。

また 第2 の亡くなった比丘の私有物の分配について は，ただ次の用例

があるのみである。

（4）多 くの器物 と多くの資具を持っていた比丘が 死 んだ。三 衣と

鉢は看病者に与えることを許す。その中，軽器物（lahubhandam ）
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と軽 資 具(lahuparikldiaram) と はsammuldiibhutenasamghena に

よって分配され るべ きである。重器物 （garubhandam ）と重 資具

（aruparikkharam）とはすでにやって来た，あるいは未だやって来

ない（agatanagatassa）catuddisassasamghassaに属し,譲与して はな

らず， 分配してはならない。Vinayavo 目p.3O5

パーリの三蔵の中で'sammukhlbhuta' どsa!gha' という言葉が関連

して使われ る用例は以 上のみであって，漢訳仏典に比べるとその用例数

は圧倒的に少ないが，用法に異なりはないといって よい であろ う。

ところでこの「現前」と訳される'sammukhibhuta' という言葉 は, 律

蔵においてはどのよう な意味を行する言葉であろうか。その用例の代表

ぱsamghasammukhata' という 言葉である。

これは律蔵の［滅静樅度］oに拙出する言葉であって，「僧伽現前」と

訳されている。サンガに紛争が生じたときに，それを解決す る方法 の一

つとしての「現前毘 尼（sammukhavinaya ）」を充足する4 つ の条件とし

てあげられる第一であって. 他の3 つは「法現前」「律現前」「 人現前」

である。佐藤密 雄博士の 『原始 仏教教団の研究』によれば門 「僧伽現

前とは，僧伽の 全員の完全出席 を言うので，掲磨を なすに必要な四人以

上の比丘があり，楽欲を与うべ きもの （欠席者）は，楽欲（委任）を与

え終り，出席せるものはすべて清浄な， 呵せ られるこ となき比丘のみで

あることである」と解説されている。

ちなみに他の3 つについては，「法現前(dhammasammukhata ）は教法

と師の教えとの 現前」，「律現前 （vinayasammukhata ）は律と 師の教えの

現前 でこの2 つは，その事件を処 理するに必要な，法 と律と師 （イム陀）

の教えのあること，すなわち，法廷は，法と律と師の教えで，評事 を滅

するようにす ることである］，「人現前 （puggalasammukhata) とは，いま

滅評 （裁判処理）すべき静事の静論者と対評論者との双方が出席するこ

とである」と解説されている，

すなわち「僧伽現前」 というのは，佐藤博士の 用語を借りれば，審議

を行いつつある法廷が，サンガとしての成立要件をきちんと満たしてい

るということを意味するのである。すなわち然るべき 理山があ って 欠席

する者があれば欠席届を提出しており，その時点でその界に 住して，こ

の法廷に出席しなければならない 比丘の全員がきちんと出席していると
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いうことを意味するの である。したが ってこの場合の'sammukhata' は

単に「一つの界の中で共同生活している出家者の集団」を意味するので

はなく，「現に掲磨（サンガの行事 ）を行いつつあ るサンガ」を意味す

るということがで きる。

このことは「比丘らよ，何 を別衆掲 磨というか。比 丘らよ，白 二梅

磨に所須 の比丘未だ至 らず，楽欲を与 えるべ き者未だ楽欲を与 えず，sammukhlbhuta

が異議の 申し立て をする （patikkosanti）。これが別衆梅磨

であるプ というような文 章によっても確認するこ とができる。これは

何らかの梅 磨を行おうとしているサンガに出席して いる出I席 者たちが，

この場所 には出席しなければならない比丘が 来ていないから， この梅磨

は違法であるというクレー ムを出したということである。

こ れ ら の 用 例 を 見 る どsamgha' と と も に 用 い ら れ て い る'sammukhibhuta'

という言葉は，「今現在梅磨が行 われつつあ る」 とい

うことを意味し，したがっでsammukhlbhutasa 甲gha' の意味する とこ

ろは，諸 戸師が指摘されたように「今現在掲 磨をなしつつあるサンガ」

のことであって，「共住している比丘・比丘尼の集団」というぼん やり

した内容のもの ではないということが わかる。確かに 一つ の界に共住

している修行者の集団をサ ンガという場合もあるので あるけれども，'sammukhibliuta'

と限定が付されたsamgha' は,「い ま現在梅磨をなし

つつある状態のサンガ」のこ とをいうのである。

ちなみにサンガは諸戸師がいわれるように,r 四衆比丘サンガ（catu-vaggabhikkhusamgha

）」「五 衆比丘 サンガ（pancavaggabhikkhusamgha ）」

「十衆比丘サンガ（dasavaggabhikkhusamgha ）」「二十衆比丘サンガ（visati-vaggabhikkhusamgha

）」あるいは「過二十衆比丘サンガ（atirekavlsativaggabhikkhusamgha

）」に分類 されることがあ るけれども几 これは梅磨 を行

うことが できるサンガを分類 したものであって，「 四衆サ ンガ」は授具

足戒・自恣 ・出罪の3 つの掲磨を除く余の一切の掲磨を行うことがで き

るサ ンガ，「五衆サンガ」は中国においては授具足戒と出罪の2 つ の掲

磨を除く余の一切の掲 磨を行うことが できるサンガ，「十衆サンガ」は

出罪の1 掲磨を除く余の一切の掲 磨を行うことができるサンガ，「二十

衆サンガ」と「過二十衆サンガ」は，一切の翔磨を行うことができるサ

ンガを意味する。
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（1 ）Samani 叩msadikavol.Vp.1139(2)Samantapdsadikuvol.Vp.1123

（3）Vinayavol.np.73 ～

（4）p.343(5)Viuayavol.1p.318,

片叫vavol.Vp.22 に も同 じ よう な 文章 があ る。

㈲ 『原始 仏 教 の研 究Jp.369 以 下.r 原 始 仏 教教 団の 研 究JP.280 以 下

参 照

【4】パーリ仏典Cこおける'catuddisasamgha

パーリ三蔵におい でcatuddisa' という言葉が'samgha' と関連して 用

いられる用例は'sammukhibliLita' の場合よりも多いが，しかしそれほ

ど多様な用法があるわけで はない。 園林 や精舎などの固定資 産が寄進さ

れる場面に用いら れることがもっとも多く， すこし特殊なケースとして

消耗品もし くはそれに等しい ものが寄進される場合である。そしてもう

一つぱsammukhlbhutasamgha' の用例を紹介した中にも用いられて い

た亡くなった比丘の遺 産の処置方法の際 の用例である。

まず園林や精舎などの寄進に係わる用 例を紹介し よう。一つは一般的

ケースとして,'catuddisasamgha' への寄進が勧められるものである。

巾 「三種の犠牲 祭 などよ りも功徳が大きい犠牲 祭（yaniia）があ

る。 それは， 人あ ってcatuddisamsamgha 叩 のために精 舎を建立

するこ とである。それより も仏法僧に帰 依するこ とである。 そ

れよりも五戒を守ることで ある。……四禅……（趣意）］DN.005Kiitadanta-s.

究羅壇頭経vol.1p.127

② 「如 来・応 供・ 正 等覚者 に食べ 物 を 供養す る よりも， 仏を

上首 とす る比丘サ ンガ に食べ物 を供養す る（buddhapamukhambhikkhusaiighambhojeyya

）よりも,catuddisamsamgham のた めに

精舎を建立す る よりも， 仏法僧 に帰依するよりも，五 戒を受 け

るよりも，慈心を修するより も，無常 想を修す るほうが果報が大

きい（趣意）JAN.009- 加2-020vol.IVp.392 その他 加・v川taka一八vol.1p.091

参照
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な お （2) に 対 し て は ア ッ タ カ タ ー が 「catuddisamsa!gham に 対 し て

と は ， こ こ に い うcatuddisamsamgha 印 に 対 し て 建 立 さ れ た 精 舎

（katavihara ） と は ， チ ェ ー テ イヤ が 立 つ と こ ろ で あ り， 法 の 聴 聞が な さ

れ る とこ ろ で あ り ， 四 方 四 維 か ら 諸 々 の 比 丘 が や っ て きて ， 詰 問 さ れる

こ と な く足 を 洗 い ， 鍵 で 戸 を 開 け て， 臥 坐 具 を 見 守 っ て 住 し 安 楽 に去

る とこ ろ で あ る （cat仙idisahianudisahicabhikkhuagantvaappatipucchitvayevapadedhovitvakuiicikayadvaramvivaritvaseniisanampatijaggitvavasitvayathaphasukamgacchanti

几 四宝 に よっ て 飾 ら れ た もの（caturalaniya）

で あ れ 乃 至 草 庵 （pannasala ） で あ れ,catuddisamsamghan バこ対 し て 建 立

さ れ た 精 舎 と い わ れ る 」 と い う註 をつ け て い る ふ。

そ し て も う 一 つ は 竹 林 精 舎 や 祇 園 精 舎 な ど が 実 際 に 寄 進 さ れ る 場 面 で

川 い ら れ る も の で あ っ て ， 竹 林 園 に 王 舎 城 の あ る 長 者 が60 の 僧 院 を 寄

進 す る シ ー ン は ， 次 の よ う に 記 さ れ て い る 。

（3) 王 舎 城 の 長 者 は1 日 の う ち に60 の 僧 院 を 建 て て ， 世 尊 に 「 私

は 柵 業 を 願 い ， 生 天 を 願 っ て こ れ を 作 ら せ ま し た 。 私 は こ れ ら の

僧 院 を ど う い た し まし ょ う か ］ と 問 い ，「 そ れ な ら ば こ の60 の 精

舎 を す で に 来 て お り ま だ 来 てい な い （agatanagatassa ）catuddisassasamghassa

に 奉 上 し な さい ］ と 答 え ら れ た の で ， こ の60 の 精 舎 を

す で に 来 て お り ま だ 来 て い な いcaaiddisassasamghassa に 卓 上 し

た。（ 趣 意 ）Vina 叩vol.11p.14 フ

な おSamantapasadika は こ の 部 分 を ，「agatanagatassacatuddisassasa

㈲hassa と い う の は ， す で に 来 て お り ま だ 来 て い な い ， 四 つ の 方

角 に お い て 所 行 に 障 害 の な い ［agatassacaanagatassacacatusudisasu

叩pati］latacarassa）catuddisassasamghassa に対 し て と い う こ と で あ る
」 と

註 釈 し て い る（呪

祇 園 精 舎 の 寄 進 の 場 面 も 同 様 で あ る か ら そ の 紹 介 は 省 略 す る が 門SN-A."'

は ，・SN.Ol0-008'-" の 「 諸 天 は 長 者 の た め に 墓 地 の 門 を 開 け て お

い た （vivarimsu ）」 と い う 文 章 に 註 を つ け て，「vivarimsu と い う の は，

こ の 大 長 者 （ 給 孤 独 長 者 ） は ブ ッ ダの 奉 仕 に 行 こ う と 出 か け ， 初 対 面 で

預流 果 に 住 立 し ， 三宝 の 最 高 の 奉 仕 者 と な っ て 無 類 の 僧 伽 藍 を 作 り ， 四

方 の 聖 衆 の た め に （catuddisassaariyaganassa ） 門 を 開 い た ま ま に し て, 最

高 に 整 え ら れ た 門 を 閉 ざ さ な い よ う に し よ う と 考 え て 開 け て お い た 」 と
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註釈している。

これらから'catuddisasamgha' の「四方」は，「四方に拡大する」と

か，「四方に存在する」という意味ではなく，「四方からやって来る」と

いう意味であることは明白である。確かに平川博士も指摘されるように

犬'catuddisasamgha' に'agatanagata' という言葉を付すのはパーリ文

献のみであるが，しかし漢訳にも，「不可分者重物。重物不可分。謂木

床乃至瓦器等不得分。持作四方僧物。若染汁四方僧束者共染衣。除五大

妙色金床。情易物已共分。銅床亦如是。木床等四プy僧共川。又復五事比

丘不得責。不得典人。不得分破よIIというように 四方僧に「やって来た」

という意味が付される用例もないではない。

パーリ仏典においでcatuddisa' という言葉が'samgha' という言葉と

関連して用いられる少し特殊な用例は，消耗品もしくはそれに等しいも

のが寄進される次のようなものである。これはごくまれな用例であって，

しかもPetavatthuにしか見出されない。しかも用語法は上記とは異なる。

（4） 布 片で 外 衣を作 っ て,samghecatuddise に施 しか（pilotikampatamkatvasamghecatiiddiseada

）。Petavatthup.50

（5）木の葉の小屋を造って,samghecatuddise に与えた（pannakutimkatvasamghecatuddiseada

）。Petavatth・up.5O

㈲ 本がめを満たして,sanighecatiiddise に与えた（karakampurevasamghecatuddiseada

）。Petavatthiip.51

（7） 果 皮 を 得 て,samghecatuddise に 与 え た（sipatikamladdhasamghecatuddiseada

），Petavatthup.51

このうち（5）の「木の葉の小屋」は精舎に相当するから固定資産で

あるかも知れないが，「布片で作った外衣」「水がめを満たす」「果皮」

などは消耗品であって,これを「同一の教主と法に帰依せるものの集団」

とか「三世一貫のサンガ」とか「観念的にとらえた一切の比丘・比丘尼」

に寄進したと解釈することはできないであろう。この場合は「すでに四

方から来ているサンガ」であって，「いまだ四方から来ていないサンガ」

は含まないと解釈せざるを得ない。いちいち記さないが，こうしたケー

スは漢訳律蔵にもしばしば見出される ふ。

亡比丘の遺産の処置については前項の（4）で紹介した文章の中に含

まれる。「重器物（garubhanda) と重資具（garuparikkhai・a）は，すでに来
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でお りまだ 来てい ないcatuddisassasanighassa のものであって，譲与し

てはならず，分配してはならない」とされるのであるから，したがって

これは園林や精舎と同等の扱いをされるということに なる。

以上から.'catuddisasamglia' は［四方からやって 来る者が含まれて

いる状態の出家修行者の集団］であって。「四方か らやって来る」には，

「すでにやって来ている」修行者のみをいう場合と，「未来にやってくる

かも知れない 」イll行者も含む場 合の2 つのケースが考えられるというこ

とであろう。

そしてこの場合の サンガも'sammukhibhutasamgha' のサンガと同じ

ように 「サンガの掲磨 （行事 ）を行うサンガ」を意味する ものと考え

られる。'sammukhibhutasamgha' は，「いま現実に掲磨を行っているサ

ンガ」であったが'catuddisasa!gha' は「翔磨を 行うことができるサ

ンガ」で はあるけれ ども，［現在あるいは未来に梅 磨を行いうるサンガ］

を意味する とい うことがで きるであろう。「梅磨 を行いうるサンガ」と

いうのは,前項にも記したように 一つの 界の巾に住する 川I家修行者（比

丘あるいは比丘尼）の全員が 一人の漏れもなく出席しているということ

であって，当然ここには旧住の比丘・比 丘尼とと もに 遊行の途次に立

ち寄った新来の比丘・比丘尼も含まれるのである。

おそらくサ ンガの体制が確立した時点では，四方から遊行者がやって

くることはあまりなく，したがって日常的に行わ れる掲磨はいわゆる旧

住比丘たちのみで行うことが多 かったのではなかろうか。しかるにここ

にことさら「四方」という言葉が用いられるのは，これが園林や僧院な

どの固定資 産，あるいはベッド などの備品の 所有権や管理・運用に関連

する事項だからであって，これらはもし四方から遊行者がやってきたと

きには，い つで も自 由に使用できるということが保 証されていなければ

ならないからである。

このことは 『』丘分律』の次の ような話からも明らかである。ある僧院

に四方僧が来集したので部屋を配分した。ところがこの後にも客比丘が

来て，自分のため に房を開け よと要求したが，「我等於四方来是我等分

已共分之。不復属汝。汝可往聚落中更求所安 」としてこれに応じなかっ

た。しかたなくこの比丘は聚落に行って住する所を求めたが,聚落の人々

に僧房があるのにどうしてここに来るのかと批難され，僧院に戻る途中
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に 虎 の た め に害 さ れ た 。 こ れ を 聞 か れ た 世 尊 は 「 若 護 若 責 若 分 四 方 僧 物

皆 楡 羅 遮」 と定 め ら れ た と す る の で あ る91 ．

こ の よ う に 「 四 方 」 は 「 四 方 よ り来 る 」 と い う 意 味 で あ っ て ， 先 に 紹

介 し た 『仏 教 学 辞 典 』 が ， こ れ を き ち ん と 認 識 し た う え で の 解 説 で あ る

と は 思 え な い が ，「四 方 僧 房 」 を 「 四 方 よ り 来 集 す る 各 地 方 衆 の 僧 （招

提 僧 ， 四 方 僧 ） が 止 宿 す る た め の 客 舎 の こ と 。 こ れ は 僧 団 の 共 有 物 で一

切 の 僧 が 共 同 で 用い る べ き 招 提 僧 物 （四 方 僧 物 ） で あ る 」 と す る の は正

鵠 を 得 て い る こ と に な る。

な お ア ッ タカ タ ー の 文 章 で あ る が ， 次 の よ う な 用 例 も 見 出 さ れ る 。 そ

れ はAN 。5-127"°'の 「 五 法 を 成 就 し た 比 丘 は サ ン ガ を 出 て 住 す る に ふ さ

わ し い （allamsatighamhaavakasitiim ）。 何 か 五 で あ る か 。 あ る が ま ま の

衣 で 満 足 す る。 あ る が ま ま の 食 で 満 足 す る 。 あ る が ま まの 床 座 で 満 足

す る 。 あ る が ま ま の 薬 と 資 具 で 満 足 す る。 多 く離 欲 を 思 惟 し て 住 す る 」

と い う 文 章 に付 さ れ た,AN 。-A／'0 ）「alamsanghamhavapakasitum とい

う の は,catuddisattasa!gha か ら 出 て ひ と り 住 す る に 相 応 し く ， サ ン ガ

の す ば ら し さ ゆ え に サ ン ガ に 住 し て も相 応 し い （catuddisattasanghamhanikkhammaekakovasitumyutto,saiighasobhanatayapanasaiighepivasitumyuttoyevaatthamaniuttanatthameva

）とい う 意 で あ る 」と い う も の で あ る 。

こ れ も'catuddisattasamgha' を 「 三世 一 貫 の サ ンガ 」 と か 「 観 念 的 に と

ら え た 一 切 の 比 丘 ・ 比 丘 尼 の 集 団 」 と 理 解 す る と， 仏 教 の 出 家 者 で あ る

こ と を 辞 め て し ま う と い う 意 味 に 解 さ ざ る を 得 な く な る 。 こ れ は サ ン

ガ の 共 住 生 活 の 基 盤 に なっ て い る 僧 院 か ら 出 て 暮 ら す と い う 意 味 で あ ろ

う。

山AN.-A.vol.IVp.186

（2）vol.VIp.1215(3

）Vinavavol.11p.164,Jatakavol.1p.093.Apadana 一//.p.097． 東 川鹿

子母 講堂 も同 じ であ る。Vim面navattliu-A.p.190

倒vo 日p.313(5

）vol.1p.21O

㈲ 『原始 仏教 の研 究jp.353

（7) 『薩 婆多 毘 尼摩 得 勒伽 』 大正23pp.596 下,597 上

（8） 例 えば 『僧 祇 律』 大 正22p.351 中 に は， 居上 が 聚 落巾 に 袖 介 を
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作り「施四方僧一食」とする。一人の比丘が来たので，居士はこれ

を丁重にもてなした。また『根本有部律雑事』（大正24p.296 下）

は，一人の婆羅門が一毛絞を得てこれを「施四方僧」に施したとす

るところで，この「四方僧」に挟註して「此中暉言四方意賜現前非

常住僧也」としている。(9)

大正22p.168 下(10

）vol.nip.145(11

）vol.Illp.282

まとめ

以上をまとめると次のようになる。

まず'sammukhibhuta' とい う 言 葉 どcatuddisa' とい う 言 葉 が，'sa

甲gha' とい ケ言葉と合成されて'sammukhibhutasa 印gha' あるいは'catuddisasamgha'

という新たな熟語が形成されるということはないとい

うことである。またこの場合の'samgha' は「掲磨（サンガの行事）を

行うことができるサンガ」を意味し,これが'sammukhibhuta''catuddisa'

と合成されて'sanigha' に「観念的にとらえた一一切の比丘・比丘尼の

集団」というような，新たな別の意味が付与されることもないというこ

とである。

そしでsammukhlbhuta' あ るい ぱcatuddisa' 力いsamgha' と関連して

用いられる場合は，サンガの所有物あるいはサンガに寄進されたもの，

あるいは亡くなった比丘の遺産をどのように処理するかという場面に限

られるということである。

これにはさまざまなケースがあ って，特に漢訳の律蔵ではさまざま

な規定があるのであるけれども，その原則は消耗品や細かな備品類 は'sammukhlbhuta'

している'sanigha ≒ すなわち「現に翔磨が行われてい

るサンガ」において分配され，園林や僧院などの固定資産あるいはベッ

ドなどの大きな備品類ぱcatuddisa' からやって来る出1家修行者を含め

だsamgha', すなわち四方からやって来ている，あるいはやって来る

であろう客来比丘をも含めた「掲磨を行うことができるサンガ」に帰属
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するということである。

具体的にいえば，消耗品や細かな備品は, 掲磨を行っているサンガが

その配分方法を決定して，その構成員に分配するのである。しかし個人

的に分配してはならない固定資 産や大きな備品は，現時点において鶏磨

を行いうる条件にある，あるいは将来にわたって掲磨を行いうる条件下

にあ るサンガの所属とされ，このサンガに よって管理され，運用される

ということになる。

この両者とも「生活を共にする集団 」ではなく，「翔磨を行いうる条

件下にあるサンガ」でなければならないのは，衣食を分配したり，僧院

を管理したり，どの部屋を誰に割り当てるかというようなことは，そう

いうサンガによってしか執行しえないからである 。もし一人でもその扁

磨に出席すべき者が欠席しているとするなら，その掲磨は非法になるか

らである。しかし実際にはいちいち褐磨を行うのではなく，普通の場合

はそれを 担当する役職者が決められていて，その役職者が行うのである

が， その担当 者は翔磨によって選任されるのであるから， 結局の ところ

「掲磨を行いうる条件下にあるサンガ」の責任下においてなされている

ことにな る。

後者がことさらに「四方」を強調するのは，精舎は普段は旧住比丘た

ちが使っているわけであって,客来のあることを常に意識していないと，

ついそれを自分たちのものと勘違いしてしまう危険性があるからであろ

う。そして「四方からやって来る」という言葉に 現在とともに未来が

含まれる のは，仏教の修行者なら「いつでも」「 誰でも」自由に利 用で

きるという権利を保証しているということになる。しかしそれは「翔磨

を行いうる条件下にあるサンガ」の責任下におい て行われることである

から，反面ではもし部屋の割り当ての担当者が任命されているなら，そ

の指示に従う義務があるということも意味している。しかし部屋の配当

に不 満があるならば，改めて 「現前しているサンガ」を開いて，その是

非を検討 するということになるのである。それは前項の最後のところで

紹介した『五分律』の記述から推測することができる。

こ のよう に辞書 に まで解説 さ れる「 現前 僧伽 」「 四方 僧伽 」，す

な わ ちパ ーリ 語で 表す と す れば'sammukhlbhutasamgha' あ る い は'catuddisasamgha'

となるべき概念は存在せず，したがって「四方僧伽」
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も「地上に存在する出家修行者の観念的な集団」というような意味では

ありえない ということになる。ということになれば,これが［はじめに］

に書いたような「釈尊のサンガ」に相当するはずもないということにな

らざるを得ない。

結局のところ「釈尊のサンガは存在したか」という問題は振り出しに

戻って，また改めて新しい視点から調査し 考察しなおさなければなら

ないということになる。これについては近々に新しい論考をまとめる予

定である。
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